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PolygramGenerator: 重ねた文字の可読性を保つ文字デザイン制作システム

越後 宏紀 ∗　　五十嵐 悠紀 ∗

概要. 文字を重ねた場合，レイヤーが下に位置する文字は一部分しか認識できず，可読性が高くない．そのた
め，本稿では，重ねた文字がどちらも可読な文字「Polygram」を制作できるシステム「PolygramGenerator」
を提案する．多数の単純な図形によって構成された文字から，その図形を適度に削除することで，人間の視
覚的補完や主観的輪郭を利用して 2つの文字が可読にする文字デザインを実現することを目的とした．提
案システムを利用することで，文字を入力するだけで多数の単純な図形によって構成された文字が生成さ
れ，そこからユーザが図形を増減しながら Polygramを制作することが可能である．

1 はじめに
企業のロゴやイベントのポスター，ウェブサイト

などに用いられる文字は，企業やイベントの第一印
象に関わる大きな要素である．そのため，一般的な
フォントではなく，様々な加工が施された文字や図
形でデザインされていることが多い．本稿では，図
1のように 2つの文字が重なっているのにもかかわ
らず，どちらの文字も可読できる文字を「Polygram
（ポリグラム）」と定義し，Polygramを制作できるシ
ステム「PolygramGenerator」を提案する．提案シ
ステムを利用してデザインしたものは，WISS2021
の表紙デザインとして採用された．

2 関連研究
1つの文字や図形から複数の意味を持たせるもの，

いわゆる多義図形やだまし絵といわれるアート作品
は多数存在する [3]．多義図形はしばしば心理学の
分野でも利用されており，Edgar John Rubinが考
案した「ルビンの壺」や Joseph Jastrowの「あひ
るとうさぎ」が代表的である．複数の意味を持つ文
字として，アンビグラム [4]がある．アンビグラム
は，文字を回転したり図地反転したりすることでも
読める文字になっている．井上らはひらがなのアン
ビグラムを文字構造特徴点から生成する手法を検討
している [2]．
本稿で定義したPolygramは，多義図形の要素を

含んでいる他，背景色を変更することで見える文字
が変わるデザインとなっており，これらのアートの
一種である．また，図形を組み合わせることで文字
を形成する幾何学模様を用いたデザインの一種とも
いえる．幾何学模様は円形や三角形，直線といった
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図 1. 提案システムで制作した文字デザイン
(WISS2021とHAMANAKO)．

単純な図形を連続して配置することで作成した模様
である [1]．Polygramは多数の三角形や円形で構成
された文字であり，2つの文字が重なっている状態
でも可読性を保つように配置されている．

3 提案システム「PolygramGenerator」
3.1 Polygramの定義
Polygramとは，おもに以下の 3点を条件とする

文字デザインであると定義する．このとき，2つの重
なっている文字をそれぞれ文字α，文字βと称する．

• 文字αと文字βの両方の可読性を保っている
こと．

• 文字αの色と背景色が同じ場合，文字βの可
読性を保っていること (文字βの色と背景色
が同じ場合，文字αの可読性を保っているこ
と)．図２ (b)参照．

• 単純な図形の組み合わせによって構成されて
いること．

本章では，この条件をすべて満たした Polygram
を制作するシステムについて述べる．
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図 2. PolygramGeneratorの制作の流れ．

3.2 制作過程
提案システムでの制作の流れを図 2に示す．提案

システムの実装環境はProcessingである．システム
では，まず 2つの文字を入力することで，その 2つ
の文字が重なっている状態で表示される (図 2(a))．
そこからドット絵を描くようにマウス操作すること
で文字を構成する図形の増減を行う．図形の増減は
キーボード操作によって切り替えることが可能であ
る．また，キーボード操作で背景色を変更すること
ができる (図 2(b))．これらはユーザがPolygramの
条件を満たすデザインを制作するための試行錯誤を
容易に行えるように設計した．

4 議論
PolygramGeneratorでは，フォントや対応言語

の種類，可読性，配色，組み合わせる図形の形状と
いった要素を考慮する必要がある．本章では，それ
ぞれの要素について，提案システムの現状を踏まえ
て議論する．

4.1 フォントや対応言語の種類
提案システムでは文字を構成する図形の増減を

自由に作成できるため，基となる文字が無くても
Polygram を制作することは可能である．しかし，
実際に制作する際には，初期状態として構成された
文字の骨組みが用意されていた方が制作しやすいと
考える．そのため，現在の提案システムでは，アル
ファベットと数字が初期状態で表示できる設計となっ
ている．今後は，他の文字や様々なフォントで対応
できるようにしていきたい．

4.2 可読性
2つの文字が重なっている状態でどちらも可読に

するためには，幾何学模様で埋め尽くした文字から
適度に図形を削除する必要がある．そうすることで，
人間が視覚的に欠けている情報を脳内で補完して読
むことができる視覚的補完や主観的輪郭を利用し [3]，
2つの文字が重なっていてもそれぞれの文字を認識
することができるようにするのである．

ランダムに図形を増減した場合，可読性が低くな
る．そのため，可読性を高くするためには，人間が
補完可能な特徴点を残す必要があり，提案システム
を利用するユーザが試行錯誤して制作する必要があ
る．今後は，制作したい文字を入力するだけで，初期
状態の可読性を保てるように改善していきたい．そ
のためには，文字を構成する図形の数や特徴点を考
慮する必要があると考えており，ユーザ実験によっ
て可読性の精度を高めていきたいと考えている．

4.3 配色
2 つの文字を認識する際，配色によって人間が

認知しやすい文字を制御することができる．例え
ば図 1 の場合，「WISS2021」を構成する色の方が
「HAMANAKO」を構成する色より濃いため，先に
文字を認識しやすい．どちらかの文字を強調して表
現したい場合もあれば，どちらの文字も同等に表現
したい場合もあるため，ユーザの需要に合わせて容
易に配色を設定できる必要があると考える．

4.4 組み合わせる図形の形状
現状の提案システムでは，三角形で敷き詰められ

たデザインと，円形で敷き詰められたデザインが制
作可能となっている (図 2(d))．今後は三角形と円形
を混同させたデザインであったり，星型で敷き詰め
られたデザインであったり，より多種多様な図形の
組み合わせで制作できるようにしていきたい．ただ
し，図形の形状によって可読性が変化することも考
えられるため，慎重に追実装していきたい．

5 まとめと今後の課題
本稿では，重ねた文字の可読性を保つ文字「Poly-

gram」を制作できるシステム「PolygramGenera-
tor」を提案した．PolygramGeneratorを利用する
ことで，文字を入力するだけで多数の単純な図形に
よって構成された文字が生成され，そこからユーザ
が図形を増減しながらPolygramを制作することが
可能である．今後は自動で可読性を保つデザインを
生成できるように改良していきたい．
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